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　 3 − 3）安　全　性

　原 油使用 の 際 、 蒸発 して 出 て くる爆発性 ガ ス の 問

題 に つ い て は 、 原油 燃焼運転 中光明 式ガ ス 検知 器 に

よ ち燃料配管各部 の 漏洩 ・爆発性ガ ス の 濃度を調査 し

た。 結果 は 燃料 タ ン ク 中の 油面直上 部を除 けば い ず

れ の 筒所 に 訟 い て も ガ ス 濃 度 は 低 く安全域 に あ っ た
。

図一2　 デ イ ーゼ ル シ リン ダ圧力解析

原 油 生 焚 の 研 究 （第 3 報 ）
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　　　 1　 ま　え　が 　き

　油槽船 の 主機用燃料 （デ イ
ー

ゼ ル 機 関ま た は ボ イ
’・

ラ ）と し て 安 h 原 油を使 用 で きれ ば燃 料費は節減 し、

経済性は向上 す る 。
デ イ

ー
ゼ ル 機 関 の 原演 生焚 に っ

い て は 第 1報 に 記述 した 通 り、 燃焼性は 良好 で 使用

で きる こ とは 明 らか に な っ た 。 また ボ イ ラ の 原 油生

焚に つ い て は 、 数年前 よ ）IE 力業界で 基礎実験 診 よ

ぴ 長期燃焼実験 が 行な われ て お り、 燃焼姓 は 良好 で

あっ た と報告 され て い る 。 こ の よ うに デ イ ーゼ ル 機

関お よび ボイ ラ の 燃 料 と して 、 燃 焼面 で は原油 の 生

焚は 可 能で あ る が 、 原油 よ り発生す る 可 燃 性 ガ ス に

よ る危険性 に 不 安が あ 鉱 実用 が遅 れ て い る
。 筆者

等は 原油 の 実 用 を 促進す る に は 原油 に よ る 危険 性 の

程度を調査す る とと 爆 ζ、 安全対策を 確 立 す る こ と

が 急務で あ る と考 え 、 種 々 の 条 件 の もと に契験を行

な つ た 。
こ こ に そ の 結 果 を報告 す る 0

　　　 2 実　験 　方 　法

　 2 − 1）供 試 原 油

　原油は中東地域 の カ フ ジ 原油論 よ び カ タ
ー

ル 原油

を用 い た 。 そ の 性状 は表
一1に 示す通 りで あ る

。

　 2 − 2） 実 験 装 置

　装置を図 一i 論 よ び図一 2に 示す 。 図一 1は船舶

の 機 関室を想定 した小 形建物 （長 さ Z40m ・巾

5．55m 、 高さ 5．56m 、 室 内容積 165   ）と外
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部 に 原油 タ ソ ク N 送排油 ポ ン ブ 、 油計 量 タ ソ ク k よ　　室内の 条件を変え て 原油 が漏え い お よ び噴射 した 場

び室内通風用 の 送風機等 の 装置 を不 した もの で あ り、　 合 の ガ ス 発生状況を調 べ られ る よ うに して あ る 。

表
一 1　供 試 原 油 の 性 状
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　図一 2 は 塾 に 澄 け る 原油 ガ ス の 分布状況 を調 べ

る た め に 配置 した ガ ス 吸込 口 の 位置 、 お よ び 室内換

気用 の 通 風管の 位 置 を示 した もの で あ る 。

　 2 − 5 ）ガ ス 検 知器

　使 用 した ガ ス 検 知器 は 、 空 気中 の 可 燃 性ガ ス を特

殊の 活性触媒 を用い て 接触燃焼 さ せ 、そ の 温 度上昇

が ガ ス 濃度に比例す る とい う原理 を応用 して 、 電気

的 に ガ ス 濃度 を測定す る検知器 で あ る 。 利点 と して 、

原油 の 如 ぐ 2種 類以上 の 可 燃性 ガ ス が 共存 して も 、

全 部総含 した危険の 程 度 （検知 ガ ス の 爆発 下限界 を

危険 度 iOO とす る 。）を直読す る こ とが で きる 。

メ ー一タ は 目盛 と共 に危険 度 の 色別表 示 が あ り、0 〜

20 を緑 （安全 ）20 〜 60 を 黄 （注 意 ）60 〜100

を橙 （危険 ）GOO 以 上を赤 （爆発 ）に区分 して あ

る 。 ま た実験は 測定点 が 56 ヵ所 あ る の で 、 切換 コ

ツ ク を取付け て 測定を行な つ た 。

　 2 − 4 ）試験の 種類

　試験は 、 原油を使用 した場合に機関室 で起 きる 種

々 の 状態を考慮 して 、 試験条件を表一2 に 示す 通 り

と した。

表
一 2 　 試 験 の 種 類

D 原油の 滴下 と ガ ス 濃度分布

試　験　項　 目

滴 下 量 と ガ ス 濃 度

滴 下 咼 さ と ガ ス 濃 度

滴 下 量
K
臨 1。 ．

5 ， 10 ，15

滴下 高 さ m 　　通風 力法 　　fi慶 　℃ 備 　　考

辭
｛

度磯び糧壁

通 風 中 の 滴 下 と ガ ス 濃度 　 　 　18

局 音瞞 中噸 下 と ガ 噸

12

°
＿L °．　2

高温鉄 板上 の 滴下 と ガ ス 濃度 1　 8／ 8min　　　 2．5
L − 　 　 　　1

　　の 原油の 噴射 と ガ ス 濃 度 分布

2、5　　　　 な　 し

， 1．0 ，02

0．2

2．5

51 〜 55

，2 〃　 　 　 　 55 〜 58

〃　 　 　 　 25 〜 32
　

互
気 （上 ，

下 ）
排気 （下 ）

55 〜 37

5種類 52 〜 55

「 ・

ト
t24〜 2 ア

　 鉄板温度
　65℃ 　10〔rG鹽

試　験 　項 　 目
噴射圧 力
　 ％

喰
K〆 5min

射　量 噴射高 さ
　 ’π

通風方法 温度℃ 備 　考

噴　射 圧 と 辺 ス 濃 度 5，5 ， ア 5 10 ↑，5 な し 29 〜 52

通 風 中 の 墳 射 と ガ ス 彊 度 6 12 1．5 送 気 （上） 54

局 部排気 中の 噴射 と ガ ス 濃度 Z5i 10 1．5 2種類 55

｝饂 嫐 上 の 嬲 … 簾 　 　 Z5
1 ｝

ヨ

10 1，5 な し 37 鉄 板温 度

　 100 ℃

RI）原油 の 着 火 、 燃焼 、 消火試験

試 　験　項 　 目 原　油　量　晦 消　火　器 消火開始時間　　　］
ド ラ イ ケ ミ カ ル 2 ， 5 ， 10 ，15 ， 20 ，

パ ロ マ （6GO2 入 ）

ラ イ ト （800 野入 ）
着火 15sec 後

炭 　酸 　 ガ 　 ス 〃 　 　　 　 　 　 　 炭 酸 ガ ス 5形 ”

　　　　　　　　　　 1

着 火 防 止 効 果 2　　　　　1　　 ／
〆

一

　 　 　 　 　 酳　　　　　　　 ．！ 一
一
「

雪

　　 3 　実 　験 　結 　果

　カ フ ジ 原油 の 実験結 果、ガ ス 濃度 は予 想外 に 低 く、

換気tsよ び局部 排気等 の 安全対策 を講ず れ ば十 分実

用の 可能性 は あ る 。 な 2！“ 、 要約 す れ ば 吹 の 通 b で あ

る o

一70 一

1 ）　 室内が 無風 の 場合 に は滴下 ts よ び噴射 に ょ

　　る 発生 ガ ス の 分布状 態 は s 流 出 油面付 近

　　（LAI 点 と同 じと考 え られ る 場所 ）の み が爆

　　発下 限界 100 以上 を示 した 。 そ の 他 の 測 定

　　点 で は 、 ガ ス の 拡散が 大 き く、 濃 度は安全範
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　 囲で あつ た。 また滴下量 s 滴下高さ 澄 よぴ噴

　 射圧 の 差に よ る 濃匿差 は少な か つ た 0

2 ）　 室 内 の 通 風 中 ま た は局部排 気甲 の 場合は N

　 油 面付 近 於 よ び他の 場所 も安全範 囲の 濃 度 で

　 通風 効果が大 き い こ とを示 して い た。

5）　 原油 （実験 で は 20K 賦 で ）の 燃焼状態 は

害哈 静か で 、 燃焼は最初 ガ ス 燃 焼 で
、 約 6 〜

9sec 　後に 油 の 燃 焼に 移る o こ れ に 用 い た

消 火器は ド ラ イ ケ ミ カ ル 齢 よ び 炭酸 ガ ス の 小

形 の もの で h この 実験範囲 の 原油 量 で は 約ろ

〜 5sec で 消火が で きた。 （な 扣 本実験 は ・

造船研究協会 と の 共同 研 究 で 行 な われ た ）。

原 油 お よ び 低質 重 油 に よ る デ イ ー ゼ ル 機 関 の 腐食 摩 耗

機関性能部

　 　 tt

〃

〃

見

内

藤

竹

　

ノ

稲

井

加

大

　

　

　
うo

信

和

雄

雄

寛

夫

　　　t　 は 　し　が 　き

　船 舶の 自動 化に 伴 lth ， 機関 の 無 開放 運転時問 の

延長が 重要 な 問題 に な つ て きた 。 機関を長時間 無開

放 で 使 用す る た め に は 、 シ リソ ダ ラ イ ナ 、 ピ ス ト ン

リン グ の 摩耗 紅 よ び潤滑油 の 劣化等 が 重要 な 問題 と

な る Q 機 関 の 摩耗は燃料中 の イ オ ウ分 と灰分 訟 よ び

燃焼残漬等 に よ る もの で あ る が 、 その 影響程度は 明

らか で な い
。 そ れ ゆ え 同

一
燃料 で イ オ ウ 分の 含有量

を変え て 、 そ の 影 響を 調査 しft　。 ま た筆者等は デ イ

ーゼ ル 機関 の 主 燃料 と して原油 の 生焚に つ き開発研

究 して きた
。

こ の 場合 も機関の 摩耗 や 汚 損 が 問題 に

な る の で
、 数種の 原油を使用 して

一連 の 基礎 的実験

を行な つ た の で 、 そ の 結 果につ い て 報告す る 。

　　　2 　実　験　機 　関

　ヤ ン マ
ーSS −・4 ，

4 サ イ ク ル 単動 立形無気墳油式

デ ィ
ー

ゼ ル 機関 、 4PSx ア50rpm 、 燃焼方式は予

燃 焼室式 で あ る 。 大 形 機関 とは燃焼方式 語 よ び潤滑

方式 は 違 うが 、 燃料中 の イ オ ウ 分 や 潤滑 油 の 影響は

同 じ傾向 を示す 。

　　　 3 　供試燃料 油 お よび 潤滑油

　供 試燃 料油は 、ク ウ エ ート原油 、 カ フ ジ 原油 お よ

び ヵ タ ー
ル 原油 と h ク ウ エ

ーh 原油か らの 残渣重 油

10vol ％ と脱 硫軽油 90vol ％　を混合 し て 試

作 し た も の を基油 と し （こ の 燃料 は 実験 機関 で 使 用

可能範囲 の 性状 の も の ）そ れ に イ オ ウ 分を変化 させ

る た め に増硫剤 を添加 レ1 ％ 、 5 ％ お よ び 5％ と し

た 低 質重 油を駕 い た
。

な ts潤滑油は酸化防止剤 を含

む 、 フ レ ミ ア ム タ イ フ の Grade
、
　 SAE 　50 を用 い 、

ア ル カ リ価は 0 で あ る 。

　　　4・ 試 　験 　方 　法

　試験は 実用状態を考 慮 し、 750rpm 、 4ps で

200 時間 （断続 ）の 運転を行な い 、 50 時間 ご と

に シ リン ダ ラ イ ナ 等 の 摩耗計 測 血 よ び汚損 な らびに

潤滑油の 劣化度を し らべ た 。 なお機 関 の 発 停回数を

毎日 1 回 、 冷却水温 度は機関 の 出 口 で 40 士 1℃ 、

ク ラ ン ク ケ
ー

ス 内の 潤滑 油は 常時 2 払 温 度は 約

50 ℃ に 極力押え て 運転 を行な つ た 。 な お 消費 した

潤滑油は 、 補給に よ り試験 デ
ー

タ の ば らっ きが 生

じな い よ う ノ」丶刻み・に 補 給 した 。

　　　 5 　試 　験　結　果

　 試験結 果は 、図 一1 〜 図
一4 の 通 ので あ る

。

　 5 − 1） シ リン ダ ラ イ ナ お よ び ピ ズ トン リン グ の

腐食摩耗 。

　 図
一1teよ び 図 一2に 示 す ご と く、 低質重油 の 場

合 の 摩耗 量は 、 大 体燃料中 の イ オ ウ 分 の 含有量 に 比

例 し て い た 。 しか し原油 の 場合 は ・同 じイ オ ウ 分の

A 重油 よ りや や 大 きく 、 特に カ フ ジ原油は S − 5 と

同程度 で 大 きか つ た 。
こ の 原因は b カ フ ジ 原油 は A

重油や 他の 原油に 比 べ て 粘度が高 く、本実 験機 関で

の 燃 焼が 悪 く機 関 の 汚 損 が 多か っ た た め で あ る
。

　 5 − 2 ） SO2 ，　 SO3 の 測定 結果

　 図
一5 は 排気 ガ ス 中 の SO2 ，　 SO3 の 測 定結 果 で 、

本実験 で は SO2 か らSO3 へ の 転化 率 は 大体 1 ％位

で あつ た 。
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